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2020 年度明治大学研究者交流支援制度（Research Mobility Grant MU-RMG2020-14） 

実施報告書 

 

招聘者：Dr. Wai Lun Wong（Hong Kong University, Senior Lecturer） 

招聘期間：2023年 5月 5日～14日 

 

 2020年度明治大学研究者交流支援制度（Research Mobility Grant）を利用し、Hong KongUniversity

のWai Kun Wong博士（Senior Lecturer）を本学に招聘した。当初の予定では 2020 年の春学期に招

聘予定であったが新型コロナ禍により延期を余儀なくされ、ようやく招聘が実現することができ

た。この間、延長を認めて頂いた国際連携本部には記して感謝申し上げる。Wong博士は国際行政

政策及び公私組織のリーダーシップ教育の専門家であり、香港行政学会副会長、アジア行政学会

（EROPA）理事、Oxford University Visiting Research Fellow等の要職を務めており、多くの著作を

記してきている。 

 

 5 月 5日の来日翌日の 6 日に、行政組織内のリーダーシップ教育に関する共同研究についての

打ち合わせを行った。イギリスの Oxford Universityと Hong Kong University との間で進められてい

る共同研究に関して日本の事例や教訓などの提供を行い、今後の具体的な展開ごスケジュールの

共有、人選案などについて協議を行った。 

 

 5月 8日の午前中には総務省自治大学校を共に訪問し、地方公務員への研修に関する視察と意見

交換を実施した。自治大学校の組織、研修の取り組みについてレクチャーを受けたほか、施設内

の見学後、公的組織のリーダーシップ教育や政策内のイノベーション施策に関する意見交換を実

施した。その後、同日午後 3時半から 5時過ぎまで学内で「Edu-preneurial Leadership in Public 

Management: Why and How?」と題する特別講義を実施した。講義には本学学生のみならず、外部

からの参加、オンライン参加も含め約 15名の参加があった。講義では、Hong Kong University で

実施している Edu-preneurial competence & leadershipの説明から始まり、若手の企業家、起業を目

指す者、行政組織の幹部職員に対する各教育プログラムの具体的な取り組みと、測定されたイン

パクトについての分析結果が紹介された。同プログラムは香港政府との協働による新しい取り組

みで修士課程プログラム中の選択コースであり、被験者（プログラム参加者）がまだ限られてい

るため定性的な分析にとどまっていたが、本学の教育プログラムとそのインパクトの評価にも応

用可能なフレームワークであり、発表後は当初の予定を過ぎて質疑と議論が続いた。 

 

 その後、滞在中に引き続き今後の共同研究や学会での活動についての打ち合わせや講義（演習）

への参加の後、14日に香港に帰国した。今回の招聘により、国際共同研究や共著による論文の執

筆に限らず、学生を連れての相互の訪問など、研究教育両面での今後の取り組みへの礎を固める

ことができた。 

菊地 端夫 

経営学部公共経営学科教授 
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参考：5月 8日の特別講義案内と講義風景 

 

 


